
たかまつコミキャラ頂上決戦2024

が2位になりました！

2 0 2 4  . 1 1

17

高松市多肥上町433番地5 TEL:087-889-4956

公式Instagram日々更新中です!

FAX:087-880-1257

[発行] 多肥地区コミュニティ協議会
@tahikomisen

Follow Me !

・支え合える地域をめざして　「多肥地区防災訓練」
・地域の氏神神社を知ろう　「熊野神社・櫻木神社」　
・地域のみんなで助け合う仕組みづくり　「福祉ネットワーク事業」
・【別紙】　避難場所マップ&見直そう避難行動

PICK UP !

たっぴー

みなさま
投票ありがとう
ございました !

「コミュニティだより多肥」は、高松市地域まちづくり交付金事業として地区内(多肥下町、多肥上町、出作町) の全戸に配布しています。

コミュニティビジネス推進委員会よりたっぴー笑店♪

地域コミュニティの活性化を図る

目的で、マスコットキャラクター

「たっぴー」のグッズを制作しコミュ

ニティセンターで販売中です。

いつでもお気軽にお越しくださいね♪

収益はコミュニティ協議会の自主財源

とし、今後の活動に役立てていきます。
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が
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自治会加入促進ポスター
今年もYUKIさんのデザイン

昨年に引き続き多肥地区在住イラスト
レーター・アーティストの YUKI さん
が手掛けました！

黒河日菜さんは2年連続受賞の快挙！
入賞作品は、自治会加入啓発イベントなどで展示され、
最優秀作品は自治会加入促進啓発グッズに使用されます。

多肥地区からお二人が受賞しました！
令和６年度 自治会加入促進作品

お問い合わせは
多肥コミュニティセンターへ

087-889-4956
携帯：080 -9836 - 2716

HP・SNSで情報発信しています

で検索!多肥コミセン

令和6年度 自治会加入促進作品受賞者の黒河日菜さん、黒河亘太さんとたっぴー
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自治会は、住みやすいまちづくりのため、ご近所に住むみな
さんでつくっているグループです。各小学校区に約 30~100
くらいの自治会があり、地域コミュニティの中心となって、
助け合いながら、地域の人が明るく元気に暮らせるように
工夫したり、ご近所の困りごとを協力して解決したりして
います。

地震・水害など大きな災害が起こった時、人はひとりで
は対応できません。自治会では、いざという時に助け合える
よう、日頃から防災訓練や交流活動を行い、地域の人と人の
つながりを大切にしています。

自治会は防犯灯の管理のほか、登下校時の子どもの見守
りや、防犯パトロールにも関わっています。ご近所の人と顔
見知りになっておくことは、犯罪などから身を守るために
も大切です。

キーホルダー

マスキングテープ 2025年カレンダー

缶バッジ
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多肥地区の行事

第30回
さくらまつり

金婚式

夏まつり•花火防災訓練

お
祭
り
当
日
は

桜
が
満
開
！

「
さ
く
ら
公
園
」で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
、
昭
和
49
年
８
月

31
日
以
前
に
婚
姻
の
届

を
行
っ
た
方
が
対
象
で
、

13
組
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

高
松
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

か
ら
賞
状
と
金
杯
、
多
肥

地
区
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

文化祭
第
50
回
多
肥
地
区
町
民
文
化
祭
。

本
年
度
は
小
学
校
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
運
動
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

恒
例
の
ラ
ム
ネ
早
飲
み
大
会
も
復
活
！

た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

  「
支
え
合
え
る
地
域
を
め
ざ
し
て
！
」の
テ
ー
マ

で
地
区
合
同
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。当
日
、
雨
の

影
響
で
訓
練
内
容
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
し
た

が
、
各
関
係
団
体
の
ご
協
力
で
実
り
あ
る
訓
練
と

な
り
ま
し
た
。

毎
年
、10
月
・
３
月
に
地
区
内
一
斉
清
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

10月27日

9月7日

4月7日

7月20日・27日11月17日

クリーン清掃
3月・10月

毎
年大

人気
の移動動物園

バ

ザー
&フリ

ーマーケットも
開
催

各
種団

体に
よるバザー

天
候
の
関
係
で
ステ

ージ
発表
を小学

校体育館で開催

お楽し
み抽選会

う

どん
脳も来

てくれました
！

ラム
ネ早飲み大会

27

日の
打ち上げ花火

浴

衣姿
の子ども達で大賑わ

い

ス
テー

ジに
て各
同好会の発表が行われました

高
松
桜
井高

校書
道部の作品をバック○×

ゲ
ー
ム

バル
ーン
ゲー
トでお出迎え

放水
体験

車両
展示

救出
訓練

ジャ
ンパ
ーで担

架作り

非常
食

避難
所開設

小学校児童の作品展示

小学校防災クラブ「〇×クイズ」

吹奏楽の演奏

多肥地区衛生組合協議会

同好会・サロン・講座・一般の作品展示



熊
野
神
社
は
、
唯
一
神
道
の
神
社
で
か
つ
て
紀
の
国
の
音
無
川
の
ほ
と
り

（
現
・
和
歌
山
県
田
辺
市
）に
あ
っ
た
、
熊
野
本
宮
大
社
の
ご
分
霊
を
お
迎

え
し
て
、鎮
守
の
宮
と
し
て
出
作
町
に
奉
祀
せ
ら
れ
ま
し
た
。

中
国
や
イ
ン
ド
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
獅
子
舞
。日
本
全
国
に

獅
子
舞
文
化
は
残
っ
て
い
ま
す
が
、
香
川

県
に
は
日
本
一
多
く
の
獅
子
組
が
今
も

残
っ
て
い
ま
す
。多
肥
地
区
で
は
5
つ
の

獅
子
組
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

櫻
木
神
社
は
仁
和
年
間
（
8
8
5
〜
8
8
9
）
に
桜
井
権
督
資
連
が
多
肥

郷
の
小
丘
に
創
建
、
桜
井
八
幡
宮
と
も
称
さ
れ
ま
し
た
。
天
文
２
年

（
1
5
3
3
）
に
時
の
領
主
土
佐
守
義
照
と
桜
井
連
公
の
子
孫
で
あ
る
西
連

寺
住
職
沙
門
長
慶
に
よ
り
造
営
。
現
本
殿
石
垣
は
天
保
15
年
（
1
8
4
4
）

の
再
興
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
5
年
郷
社
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
5
年
で
創
建
1
1
4
0
年
の
歴
史
あ
る
氏
神
神
社
で
す
。

明
治
9
年
に
建
設
さ
れ
、
天
之
忍
日
命
、

天
津
久
米
命
の
二
神
が
門
神
と
し
て

鎮
座
し
て
い
ま
す
。

桜
の
季
節
の
境
内

桜
の
季
節
の
参
道

地
域
の
氏
神
神
社
を
知
ろ
う

熊
野
神
社

櫻
木
神
社

隨
身
門

「
巫
女
」
浦
安
の
舞
奉
納

「
巫
女
」
浦
安
の
舞
奉
納

八
咫
烏
は
熊
野
の
大
神
の
お
使
い
で
す
。日
本
を

統
一
し
た
神
武
天
皇
を
大
和
の
国
（
奈
良
県
）

ま
で
案
内
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
に
よ
っ
て
、

導
き（
道
案
内
）の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い

ま
す
。

八
咫
烏

氏神神社
とは？

地
域
を
守
っ
て
く
だ
さ
る
神
さ
ま
を
氏
神
様
と
い
い
、

そ
の
神
様
を
お
祀
り
す
る
神
社
が
氏
神
神
社
で
す
。

多
肥
上
町

多
肥
下
町

出
作
町

仏
生
山
町
の
一
部

【
所
在
地
】
高
松
市
出
作
町
一
九
一
ー
一
鎮
座

【
祭　

神
】
伊
弉
那
美
大
神
・
事
解
男
神
・
速
玉
男
神

【
所
在
地
】
高
松
市
多
肥
上
町
一
五
二
一
番
地
鎮
座

【
祭　

神
】
応
神
天
皇
・
神
功
皇
后
・
玉
依
姫
命

氏子区域氏子区域

境内に金色の八咫烏

出
作

獅子組

提灯にも八咫烏の意匠

出作
本町下所向井出口西原

う
じ
が
み

し
ゅ
っ
さ
く
く
ま
の
じ
ん
じ
ゃ

い
ざ
な
み
お
お
か
み

は
や
た
ま
お
か
み

こ
と
さ
か
お
か
み

お
う
じ
ん
て
ん
の
う

ず
い
じ
ん
も
ん

や
た
が
ら
す

じ
ん
ぐ
う
こ
う
ご
う

た
ま
よ
り
ひ
め
の
み
こ
と

あ
め
の
お
し
ひ
の
み
こ
と

あ
ま
つ
く
め
の
み
こ
と

さ
く
ら
い
ご
ん
の
か
み
す
け
の
む
ら
じ

さ
く
ら
ぎ
じ
ん
じ
ゃ



ご意見・ご要望がありましたら多肥コミュニティセンターまで

ゴミ出し草抜き 買い物代行

助け合い活動について現在、検討中です

たとえば…

昨年高齢者の皆様に実施した、
「つながろう・つなげようアンケート」の結果に基づき実施している事業です。
家で閉じこもりがち・話し相手がいない、集まれる場所が欲しいとの要望から、
「さくらカフェ」を開催、世代間交流の場として、ラジオ体操を行っています。

「助け合い活動」については現在検討中となっています。

多肥地区

福祉ネットワーク事業

「
さ
く
ら
カ
フ
ェ
」開
催
！

地
域
で
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
再
開
し
ま
し
た

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お
話
を
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
と
人
と

の
出
会
い
や
つ
な
が
り
の
場
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
開
催
し

て
い
ま
す
。
出
前
カ
フ
ェ
は
、
少
人
数
で
も
対
応
し
ま
す
の

で
、
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

「
子
ど
も
と
地
域
を
つ
な

ぐ
事
業
」
と
し
て
昨
年
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年

は
、
さ
く
ら
公
園
、
南

部
平
成
会
館
、
東
公
園

の
３
ケ
所
で
夏
休
み
に

開
催
し
ま
し
た
。

※

「
要
援
護
高
齢
者
名
簿
」
へ

の
登
録
が
必
要
で
す
。
対
象
と

な
る
方
で
、
未
登
録
の
方
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

連
絡
く
だ
さ
い
。

いざという時に
備えましょう！

たかまつ安心キット

高松市避難行動
要支援者名簿登録

登録はお済みですか？

【登録方法】

避難行動要支援者名簿とは、災害時に自ら避難す

ることが困難であり、特に支援を要する方に対し、

災害情報の提供や避難等の手助けが地域の中で素

早く、安全に行われるよう整備しているものです。

地域の自治会や自主防災組織、民生委員などの避

難支援等関係者に対して名簿を提供し、平常時の

見守りや災害時の避難支援、安否確認などに活用

しています。

「かかりつけ医療機関」や「持病」などの医療情

報や、緊急時の連絡先などを記入した用紙を専用

の容器に入れ、決められた場所（冷蔵庫）に保管

しておき、災害時や、自宅で具合が悪くなったり

したときに、異常に気付いた人が救急車を呼ぶな

どの際に備えるものです。詳しいお申し込み方法
などはコミュニティセンターまでお問い合わせく
ださい。  

対象となる方へは、高松市から調査票が送付

されますので、登録を希望される方は各自で

申し込みをお願いします。現在未登録の方で

新規登録希望の方、記載事項状況に変更が

ある方は、担当民生委員かコミュニティセン

ターへ連絡ください。

緊急時に必要になる情報を
あらかじめ記入しておきましょう

10月5日 コミュニティセンター（龍雲中学校伝統文化継承部）

さくら公園

南部平成会館 東公園

9月20日 老人の憩いの場

10月16日 多肥保育所 7月13日 老人集いの家

たっぴーとお花で
おもてなし

10月7日 平成会館

１１月以降、
多数開催予定

友
愛
訪
問

安
否
確
認
や
孤
独
感
の
解
消
を
図
る

た
め
民
生
委
員
に
よ
る
見
守
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
や
寝
た
き
り
の
高
齢
者
宅

を
、
民
生
委
員
が
訪
問
し
ま
す
。

多
肥
地
区
社
会
福
祉
協
議
会


